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重点的取り組み項目等について 

 

１  柱Ⅱ リサイクルの推進 

 
(1)  柱Ⅱの施策体系 

※網掛けは重点的取組項目 

 

1)既存の資源回収品目の回収継続

2)新たな資源回収品目の検討

(2)
区民・事業者へ
の支援

①区民のリサイクル活動への支援

1)集団回収事業の参加団体への物品等の配布

2)３Ｒ活動を自主的に取り組んでいる団体等への支援
の検討

②事業者のリサイクル活動への支援

1)事業系の資源回収事業の継続と自主回収の促進

3
区が進め
る資源回
収の推進

(1)
資源回収事業の
推進

①区立施設でのリサイクルの推進

1)区立施設における古紙等の資源化の実施

2)区立施設における落ち葉のたい肥化の実施

3)区立施設における生ごみのたい肥化の実施

4)練馬区環境管理実行計画に基づく取り組みの実施

②資源回収事業の継続

2

事業者が
進める資
源回収の
促進

(1)自主回収の促進

①資源の自主回収の促進

1)廃棄物管理責任者を対象とした講習会の実施

2)事業用大規模建築物への立入指導の実施

3)店頭回収の実施店舗の拡充

1

区民が進
める資源
回収の促
進

(1)
地域や家庭にお
けるリサイクル
活動の促進

①集団回収事業への参加

1)集団回収事業への参加の呼びかけと練馬区環境清掃
推進連絡会と連携した取り組みの実施

Ⅱ．リサイクルの推進
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(2)  資源回収事業の継続（重点的取り組み項目３）について 
 
ア 第３次一般廃棄物処理基本計画の平成32年度目標との関連 

平成32年度の区民１人１日あたりの資源量の目標198g/人日まで、あと 

29g/人日増やすことが必要です。 

平成26年度の区民１人１日あたりの資源量は、169g/人日で、平成32年度目

標の達成にはあと29g/人日程度増やすことが必要です。 

なお、資源量は集団回収、集積所回収、街区路線回収、拠点回収、販売店回収、

粗大回収の合計です。 
 
 
 

図表１ 区民１人１日あたり資源量の推移 
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資源量の増加を図るには、ごみの中の資源化可能物等の分別徹底が必要です。 

第３次一般廃棄物処理基本計画では、平成32年度の目標として、可燃ごみ中

の資源化可能物や不燃物の割合を15％以下にすることをめざしています。各年

度の可燃ごみ中の資源化可能物等の割合の推移を見ると、概ね横ばいの傾向です。 
 
 
 
 

図表２ 可燃ごみ中の資源化可能物等割合の推移 

 
資料：各年度資源・ごみ排出実態調査 
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イ 参考１（資源回収量の推移） 

資源回収量の総量としては、新規の取組を行っていますが、概ね横ばいです。

（図表３） 

 
 

図表３ 品目別資源回収量の推移（年間量） 

 
 

 
 

t/年

品目／年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

古紙 28,181 28,202 28,257 27,729 27,924 27,162 

古着・古布 952 969 1,047 1,028 1,004 1,012 

缶 2,349 2,349 2,302 2,243 2,215 2,145 

びん 5,382 5,391 5,426 5,360 5,448 5,407 

ペットボトル 2,186 2,179 2,430 2,322 2,336 2,285 

乾電池 101 101 94 91 85 75 

容リプラ 5,505 5,397 5,423 5,275 5,219 5,156 

廃食用油 20 19 18 19 18 18 

金属類 3 12 271 738 798 759 

小型家電 － － 1 2 3 3 

布団 － － 10 97 109 91 

蛍光管 － － － 1 1 1 

合計 44,678 44,621 45,279 44,905 45,158 44,113 
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回収方法別に見ると、集積所回収量は平成21年度以降、漸減傾向です。 

集団回収量は増加傾向で、行政回収から集団回収に移行しています。 

 
 
 

図表４ 回収方法別資源回収量の推移 

 
 

 
 

  

t/年

回収方法／年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

集団回収 9,020 9,956 10,976 11,732 12,153 12,077

集積所回収 25,137 24,191 23,336 21,954 21,715 21,018

街区路線回収 9,328 9,385 9,614 9,406 9,465 9,312

その他拠点回収等 1,194 1,089 1,353 1,812 1,824 1,706

資源合計 44,678 44,621 45,279 44,905 45,158 44,113
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ウ 参考２（新聞発行部数やびん・缶、ペットボトルの生産量） 

① 新聞（一般紙）の発行部数と練馬区の新聞回収量 

 
資料：（一社）日本新聞協会（各年10月） 

 
② 缶飲料の生産量と練馬区の缶回収量 

 
資料：（一社） 全国清涼飲料工業会 清涼飲料水関係統計資料 - 西暦2015年版 
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③ びん飲料の生産量と練馬区のびん回収量 

 
資料：（一社） 全国清涼飲料工業会 清涼飲料水関係統計資料 - 西暦2015年版 

 
 

④ ペットボトル飲料の生産量と練馬区のペットボトル回収量 

 
資料：（一社） 全国清涼飲料工業会 清涼飲料水関係統計資料 - 西暦2015年版 
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(3)  継続する取り組み項目に関する参考資料 
 
【① 集団回収事業への参加】関連 

集団回収の登録団体数は、平成21年度から26年度にかけ、363団体から 

557団体へと約1.5倍に増加しています。 

平成21年度から26年度にかけては、町会・自治会の団体数が54団体増加 

しています。 

 平成24年度から26年度にかけては、管理組合の団体数のみ増加しています。 

 
 
 

図表５ 集団回収登録団体数の推移（団体種別ごと） 
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２ 柱Ⅳ 適正処理の推進 

(1)  柱Ⅳの施策体系 
※網掛けは重点的取組項目 

 

①家庭ごみ有料化の検討

1)練馬区循環型社会推進会議での検討

(3)
区民・事業者へ
の情報公開

①清掃・リサイクル事業にかかる経費の公開

1)ごみ処理経費やリサイクル経費の公表

①東京都の最終処分場での処分

1)中央防波堤外側埋立処分場・新海面処分場での処分

4
適正な処
理費用負
担

(1)
事業系ごみの処
理

①小規模事業者に対する排出指導

1)適正な排出への指導の実施

(2)
家庭系ごみの処
理

3
中間処
理・最終
処分

(1)中間処理

①清掃一組による共同処理

1)２３区における共同処理体制の継続

②資源回収物の中間処理

1)資源の種類ごとに適正処理されていることの確認

(2)最終処分

1)環境に配慮した収集車両の導入やエコドライブの実施

2)練馬区都市整備公社などの民間事業者を活用した収集・
運搬体制の実施

(2)
事業系一般廃棄
物の収集・運搬

①事業系一般廃棄物の収集・運搬の役割分担の検討

1)区が収集する事業系廃棄物の基準の検討

2)収集運搬許可業者の活用に関する周知活動

②収集・運搬許可業者への助言・情報提供

1)収集・運搬許可業者への立入検査の実施

1)事業用大規模建築物への立入検査の実施

(3)不法投棄の防止

①不法投棄の防止

1)不法投棄防止看板の配布、安全安心や古紙持去りのパト
ロールと連携した不法投棄の監視を実施

2
効率的な
収集・運
搬

(1)
収集・運搬業務
の円滑な実施

①効率的で環境負荷の少ない収集・運搬体制の構築

Ⅳ．適正処理の推進

1
排出ルー
ルの徹底

(1)区民への周知

①排出ルールの周知

1)啓発パンフレットの配布やねりま区報・区ホームページ
への掲載の実施

(2)事業者への周知

①大規模排出事業者への適正排出に係る普及啓発
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(2) 事業系一般廃棄物の収集・運搬の役割分担の検討（重点的項目４）に 
ついて 

 
第３次一般廃棄物処理基本計画の平成32年度目標との関連 

持込ごみ量（※）は、平成24年度以降増加傾向にあり、25・26年度は32 

年度目標を超えています。 

持込ごみ量は、平成26年度実績で27,260トンと、前年に引き続き第３次一般 

廃棄物処理基本計画の32年度目標、25,919トンを上回りました（図表６）。 

一方、区収集ごみと持込ごみ量の合計は減少しています（図表７）。区収集ごみ 
に排出されていた事業系ごみが、自己処理（許可処理業者への委託を含む）の推

進により持込ごみ量に転換した可能性がありますが、実態調査等による検証が必

要です。 
 

※持込ごみ：事業所が一般廃棄物収集運搬許可業者に委託して清掃工場や粗大ごみ処 
理施設に持ち込むごみ、および事業所が清掃工場等に直接搬入するごみ 

 
 

図表６ 持込ごみ量の推移 
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図表７ 区収集ごみ（可燃・不燃・粗大）と持込ごみ量の推移 

 
 

 
  

t/年

年　度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

区収集ごみ 142,182 140,992 140,605 136,811 134,917 132,586

（対前年増減） (△1,190) (△387) (△3,794) (△1,894) (△2,331)

持込ごみ 25,083 23,678 23,517 24,813 26,455 27,260

（対前年増減） (△1,405) (△161) (1,296) (1,642) (805)

合　計 167,265 164,670 164,122 161,624 161,372 159,846

（対前年増減） (△2,595) (△548) (△2,498) (△252) (△1,526)
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(3) 家庭ごみ有料化の検討（重点的取り組み項目５）について 
 

第３次一般廃棄物処理基本計画の平成32年度目標との関連 

区民１人１日あたりのごみ量は、平成32年度目標に向け順調に減少して 

います。 

平成26年度の区民１人１日あたりのごみ量は、508g/人日（23区内２番目の少 

なさ）で、平成32年度目標に向け順調に減少しています。 

 
図表８ 区民１人１日あたり収集ごみ量の推移 

 
 

図表９ 23区の平成26年度の区民１人１日あたりのごみ量 

 


